
      

今後の地域における学校との協働体制（地域学校協働本部（仮称））の在り方 ～目指すべきイメージﾞ～ 
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 【これまでの課題】 
  ・それぞれの活動ごとにコーディネートがなされ、必ずしも横の 
   連携が十分でない。 
  ・コーディネート機能の大部分を特定の個人に依存し、結果とし 
   て、持続可能な体制がつくられていない場合も多い。 

   学校支援活動 
   ・登下校の見守り 
     ・花壇整備 
     ・授業補助 等 

   放課後 
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    教育活動 

   家庭教育 
    支援活動 
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学校支援地域本部 
※ 地域の特色・方針により、 
 学校支援活動以外の活動の 
 調整を行う場合有り 
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